
竹下真也さん
島4良県出身。北海道教育大学岩見沢校へ進学後、定住。在学中に知り合った奥犠と子どもさん

の3人暮らし。ちなみにこの冊子の表紙を飾ってくれました。岩見沢市観光物産拠点セン空 ー

イワホの運営など、 多彩な活動で岩見沢の暮らしに積極的に変化をもたらしています。
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大学進学を機に、岩見沢市へやってきた竹下さん。

卒業後も岩見沢に残り、家庭をもちました。さまざまな仕事を生み出す

「アイデアマンj竹下さんカ呪ふる、岩見沢の姿についてお話を伺いました。

一一そもそも、北海道の大学を選んた理由は何ですか？

正直に言うと、北海道か沖縄のどちらかにしようと思ってい

ました。せっかく大学という大義名分をもって実家を出られる

ので、どうせ なら思い切り遠くに行こうと。海外に行くまでの

勇気はありませんでしたが（笑）。

一一岩見沢に住み続けようと患ったのはなせーですか？

これぞ、という理由はないのですが、自分のやってみたいこ

とに挑戦していたら、いつの間にか10年以上経っていたとい

う感じです。

一一最初の挑戦はどんなこと？

在学中に、学習塾を始めたんです。自分が教育大生だとい

う利点と、子どもの学ぷ機会を広げたい気持ちがあったから

です。地元の大学生がその地域の子どもたちとかかわり、地

元に根付いた大学にしたい、という思いもありました。大学近

くのアパー トを塾用に賃貸し、大学の同期や後輩に科目の先

生をお願いしました。通ってもらいやすくするため料金設定も

工夫しましたし、自分が卒業しでも後輩に託して継続していけ

るようにとも考えていました。生徒さんから「勉強が楽しくなっ

てきたjなどという声が聞けると、本当にうれしかったですね。

そうした経験を活かして、いくつもの会社や団体を立ち

上げていますよね。

はい、岩見沢複合駅舎内のf岩見沢市観光物産拠点セン

タ ー イワホj；を運営する「一般社団法人いわみざわ駅まる。プ

1

user
長方形

user
ノート注釈
user : Marked



2

user
長方形



3

user
長方形



4

user
長方形



5

user
長方形



6

user
長方形



7

user
長方形



8

user
長方形




